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－，－李明博氏は蘆政権の政策

麓国③＆

第２回通溺

昨年１２月１９日におこなわれた韓国大統領選

挙において、野党ハンナラ党の李明博元ソウル市

長が当選した。２月２５日の就任式以降、新政権

が登場することになる。金大中政権、盧武絃政権

の２代、１０年にわたってつづいた左派政権は崩

れ、ようやく保守政権に回帰するにいたったこと

はひとまず喜ばしい。

時間を要しよう。

慮氏がいかに親北的であったかは、今回の大

統領選が戦われているその最中、１０月初旬に北

朝鮮を訪問したことに象徴的にあらわれている。

１０月４日に金正日との間で署名された共同宣言

をみても、韓国が得たものはきわめて少なく、北

朝鮮が得たものが一方的に大きい。宣言の核心は

第４項目にあり、そこでは「核問題解決のため６

カ国協議の合意履行に共同で努力する」とある。

しかし、そもそも南北首脳会談の前日、１０月

３日に発表された６カ国協議共同文書自体が、北

朝鮮に譲歩して作成された文書である。2007年

内に「無能力化」されることになったのは寧辺の

３つの核関連施設のみであり、核兵器やウラン濃

縮施設などについては何の言及もない。寧辺以外

に北朝鮮が保有しているはずの核施設の申告や無

能力化は2008年以降に持ち越されることになっ

ていたのである。

寧辺施設の無能力化とて本当に実行されるのか

どうかは不透明である。専門家によれば無能力化

のためには、コンクリートによる核施設封印、化

学物資投入による核無力化、主要機器の海外搬出

などが必要であるが、その方法は明記されていな

い。２００５年９月の６カ国協議の共同声明でうた

われた｢すべての核兵器および既存の核計画放棄」

という約束は反故となっていた。２００６年１０月の

北朝鮮による核実験の直後に中露を含めて採択さ

盧政権、北の核開発を増進

盧武鉱政権は国内的にみても外交的にみても愚

策の連続であり、これほど国民から嫌われ、外国

からも忌避された政権も珍しいのではないかとさ

え思う。対北朝鮮政策においては韓国民のみなら

ず、国際的にも「一体どうして」と思わせるほど

までに親北的であった。

韓国が親北的であるのは、同一の民族なのだか

らそれ自体が問題だというわけではない。

問題は、その親北的姿勢が北朝鮮の核開発を増

進させ、ミサイル連続発射を経て核実験の敢行ま

でを許してしまったことにある。６カ国協議の枠

を超えて独自になされた対北支援は、北の核の放

棄につながることはまったくなく、むしろその

ための財力と時間的余裕を与えてしまったのであ

り、ここに章政権の大きな「罪科」がある。魔政
権の親北は翻って反米・反日であり、魔政権下で

畿損された米韓、日韓関係の修復にはなお相当の
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